
２ 地域における普及活動実績

（根室市）

１ 課題の背景 *********************************************************************

§対象地域概要

２ 活動の経過 *********************************************************************

３ 活動の成果 ********************************************************************

草、牛、人から地域がつながるゆとりある酪農の創出
－伝統を受け継ぐ希望溢れる酪農郷－

根室市

花咲港和田地域

温根沼

対象地域：根室市和田地域14戸

１戸当たり草地86ha 経産牛84頭

平均出荷乳量705ｔ/年

平均個体乳量7,700kg/頭･年

経営主平均年齢62歳(後継者数５人)

ﾌﾘｰｽﾄｰﾙ牛舎

４戸

生乳出荷農家14戸

つなぎ牛舎

10戸

草→牛→人のつながり･循環を再確

認→「再構築」

和田地域開基138年の歴史

課題①「良質粗飼料生産の推進」 課題②「繁殖成績の改善」 課題③「労働環境の改善」

・ほ場台帳の活用

・草地更新と雑草管理

・適正施肥と収穫

・繁殖サイクルを早める

・生産スピードの適正化

・牛群の再整備

・ワークライフバランスの意識

・持続型酪農の再点検･再構築

・担い手対策･第三者事業継承

写真１ 石灰資材散布効果実証試験 写真２ ほ場現地検討会と土壌掘削調査 写真３ 繁殖管理乳牛モニタリング支援 写真４ 実証試験ほ成績の戸別説明

草 草(土)と人 牛と人 人と人
写真７ 飼槽ません棒改修牛行動カメラ録画調査写真５ 酪試によるチモシー維持実証精密試験 写真６ 減肥実証試験ほで関係機関と情報共有 写真８ 和田地域の歴史を学ぶ

具体的推進事項 目標事項 現況 目標 実績 実績／目標

良質粗飼料生産の推進 適正な草地管理の実践 ３戸 ４戸 ３戸 75％

繁殖成績の改善 分娩前後の飼料管理改善 ２戸 ４戸 ２戸 50％

労働環境の改善 地域共同作業の試行と外部雇

用のルールの明確化

１回 ２回 １回 50％



(１)良質粗飼料生産の推進

→植生改善の近道「草地更新」･「牧草種子を播き直す」

→牧草品質向上のための「早刈り」･「牧草肥培管理」

(2)繁殖の改善

(3)労働環境の改善

４ 今後の活動 ********************************************************************

(1)良質粗飼料生産の推進→適正施肥と適期収穫・草地更新追播技術の精査

(2)繁殖成績の改善→早期妊娠のための乳牛栄養改善と管理ツール活用支援

(3)労働環境の改善→将来計画シミュレーションと労働改善検討会の継続実施

写真10 ２年目継続の追播機植生改善の実践写真９ 追播機施工前現地検討

写真13 更新草地の修復〔ﾌﾛｽﾄｼｰﾃﾞｨﾝｸﾞ〕

写真11 早春施肥・早刈り実践〔家族総出の作業〕 写真12 夏更新草地の「掃除刈り」実践

写真14 更新草地の種子散播での修復試験

写真15 労働環境改善検討会

図１ 繁殖改善抽出４牧場の空胎日数の推移（乳検年間検定成績)

●追播機による植生改善の実践

低コストでの植生改善に期待される追播機の活用。既存植

生・圃場地力・ルートマット厚さ・収穫および肥培管理など

牧草の出芽定着と増殖のための施工ポイントが明らかとなり、

施工改善となった。

●早春施肥・早刈り実践

手応えを確認しながら、

情報共有し家族みんなで

管理技術を定着させた。

●更新草地の「管理」

更新後、牧草初期生育時

の雑草コントロールのため

に「掃除刈り」を実践。更

新時期ごとの管理手法が明

らかとなり維持管理につな

がった。

▲牧草が随分少ない(イネ科牧草＋マメ科牧

草46％)ことが分かっています〔調査圃場220筆〕

Ｒ６年もやります！

●更新草地の「修復管理」

更新時期やそのときの気象経過により、更新後の牧

草生育が順調にいかない圃場もありました。フロスト

シーディングにより、翌年作業の前倒しで修復管理を

行いました。降雪前の作業により農繁時期の労働分散

になった。

写真15 Ｆ牧場での飼槽ません棒位置改修作業

●飼養環境改修から繁殖の改善

飼槽構造を改修することで採食量を向上さ

せ乳量アップ、繁殖成績の維持につながりま

した(Ｆ牧場)。

●定期的な乳牛モニタリング調査

定期調査と情報フィードバックから牛の淘

汰選定など管理が活発になりました(Ｊ、Ｍ

牧場)。

●将来計画の実行と計画情報の共有

Ｆ牧場では、将来計画に基づき牛床

マットの修繕を実施。牛の快適性向上

から生産効率の向上につなげた。

各牧場における将来計画の確認更新

を実施し、家族内情報共有がされた。

●労働環境改善検討会の実施

コントラの活用や会社形式による従

業員確保、新規参入者の受入、人を呼

び込むための地域ビジョン・地域の魅

力再発見などについて意見交換・検討

を行い、継続検討の必要性を共有した。


